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　＜はじめに＞ 

 

　地下深部における物質移動では，移動経路周辺の母岩への元素の拡散（マトリクス拡散）現象や収着現象に

より，物質の希釈や移動の遅延がおこる。そのため，高レベル放射性廃棄物の地層処分の安全評価を行う上で

母岩中のマトリクス拡散現象の理解が重要となる。物質が拡散する速度（実効拡散係数；De）と岩石の空隙率

との間には相関性があり，岩石中の微小空隙構造がマトリクス拡散の経路であることが知られている。 

 

　筆者らは，岐阜県南東部に分布する土岐花崗岩を対象とした研究を進めており，肉眼観察では変質の認めら

れない花崗岩において，マグマ冷却過程で生じる初生的な変質により，斜長石中に微小空隙構造が存在するこ

とを見出すとともに，この空隙がマトリクス拡散経路として機能していることを明らかにした（石橋ほ

か，2016a）。このような空隙は土岐花崗岩では普遍的に存在することが明らかになりつつある（石橋ほ

か，2016b，2017）ものの，国内外の花崗岩における検討は行われていない。そこで，本研究において

は，土岐花崗岩以外の国内の花崗岩および比較のためスイスの花崗岩を対象として，微小空隙構造の分布を調

査した。なお，本要旨において「花崗岩」は岩石学的に広義の花崗岩を指す用語として用いる。 

 

 

 

　＜方法＞ 

 

　検討に利用した試料として，国内の花崗岩については，岩石標本として市販されている15試料を用いた。ま

たスイスの試料については，Grimsel試験場で採取された1試料を用いた。 

 

　これら試料を対象に岩石薄片を作成した。岩石薄片はこぶし大の花崗岩1試料につき，2枚を作成した。な

お，岩石薄片の作成にあたっては，石橋ほか（2016b）に従ってスライドガラスへの接着剤に蛍光染料を含む

ものを使用し，実体蛍光顕微鏡を用いて薄片中の蛍光部として空隙の位置を把握するとともに，蛍光部の割合

から二次元的な空隙の割合を算出した。 

 

　なお，本要旨作成時点では，国内花崗岩試料のうち，4試料の観察が終了したのみである。このため，本要

旨にはこの結果のみをまとめるが，発表時にはより多くの試料の観察を行う予定であり，その結果もまとめて

報告する。 

 

 

 

　＜結果＞ 

 

　これまでに観察した花崗岩4試料（薄片は8枚）の空隙の割合は1～4％であり，岩体ごとの差異に加え
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て，同一試料であっても薄片作成位置による違いも認められた。空隙は斜長石内部およびマイクロクラック沿

いに認められた。現時点で岩体ごとの空隙の分布の特徴の違いなどについて詳細には確認していないが，薄片

観察からは，同じ岩体であっても薄片によってマイクロクラック沿いの空隙が卓越するものと，斜長石内部の

空隙が卓越するものが存在するようである。 

 

　スイスの花崗岩については，延性変形を被ったような産状を示し，斜長石内部の空隙は少ないことが明らか

になった。ただし，斜長石内部には雲母粘土鉱物が分布しており，初生的に形成された空隙が二次的に充填さ

れた可能性がある。 

 

 

 

　＜今後の予定＞ 

 

　現時点において，薄片の作成は終了しており，薄片観察を継続し，空隙の把握を行う。合わせて，透過拡散

試験を実施し，花崗岩中の空隙がマトリクス拡散に与える影響を検討していく。さらには，岩石学的研究によ

り，斜長石の変質メカニズムを明らかにする。これらの検討を通して，わが国の花崗岩の物質移動に対する遅

延機能を総合的に理解していく。 
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